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秋田県大潟村における秋まきタマネギ収量 5t/10 aのための

目標生育値の策定と栽培実証

宮国淳 1．伊藤晶 2•藤原行毅！．高階史章 3 •佐藤孝 3 ．金田吉弘 3

〔キーワード〕：タマネギ，目標生育値追肥，栽

培実証，養分吸収

1. はじめに ( 

全国でも有数の稲作地帯である秋田県大潟村で

は，近年転作作物として秋まきタマネギの取り組み

が進んでいる．タマネギは，植付けから収穫作業ま

ですべての工程で機械化が可能なことから， 1圃場

面積が 1.25haと大区画圃場を有する大潟村での栽

培に適している．また，安定した需要があることか

ら，価格の低迷が続く水稲に代わる高収益作物とし

て期待されている．わが国におけるタマネギの主な

生産地としては，北海道，兵庫県，佐賀県があげら

れる．タマネギの収穫時期は，これらの生産地ごと

に異なることから産地リレーの切れ目により端境

期が生じるため，大潟村では端境期となる 7月， 8

月に出荷することで有利販売が可能になる．大潟村

農家におけるタマネギ栽培は 2017年から始まり，

2020年の栽培面積は 60haに達している． 2019年に

は乾燥・調整・貯蔵施設が完成し，産地の大型化を

進める体制が整備された． JA大潟村では，栽培農

家の協力を得ながらタマネギの安定栽培技術の確

立に取り組んでいる．現在，秋田県におけるタマネ

ギの平均収量は 1.2t/10aレベルであるが，大潟村で

は5t/10 aレベルの安定収量を目指している．本報

告では， JA大潟村が策定した秋まきタマネギにお

いて収量 5t/10 aを得るための生育時期別の目標生

育値とそれに基づいた実証栽培の結果を報告する．

2.収量 5t/10 aのための目標生育値の策定

(1)栽培方法

目標生育値策定のための生育調査は， 2018年から

2020年に大潟村の農家圃場において行った． 2018

年は 2戸， 2019年～2020年は 5戸の農家圃場で実

I JA大潟村 (MiyakuniJun, Koki Fujiwara) 

2 秋田地域振興局 (SeiItoh) 

3 秋田県立大学生物資源科学部 (FumiakiTakakai, Takashi Satoh, 

Y oshihiro Kaneta) 

施した．土壌は，田川統に属する強粘質の細粒グラ

イ土である．供試品種は，もみじ 3号で，各圃場面

積は 1.25haから 2.5haである．育苗はセルトレイ

により行い，生葉数 3枚，草丈 18cm程度の苗を 10

月 10日～15日頃に乗用型移植機により定植した．

栽植密度は 10a当たり 20,600株程度とした．圃場

は水田後の 3年目の転換畑である． 10a当たりの基

肌巴は， N 8.4 kg, Pか 29.4kg, K20 8.4 kgとし， 化

成肥料 (14-14-14) および重焼燐により全層施肥し

たいずれの区においても， 10月下旬， 2月下旬，

3月下旬， 4月上旬に生育を観察しながら窒素を主

体にした追肥を実施した．

(2)生育調査

各圃場の生育調査区において，欠株のない連続し

た5株を対象にして 11月6日， 11月20日， 12月5

日， 3月 13日， 3月27日， 4月 10日， 4月 26日，

5月 10日， 5月23日， 6月3日に生葉数，草丈，葉

鞘径を測定した．

(3)収量の調査

収穫は 6月24日に行った．収量は JA大潟村に搬

入された圃場ごとの収穫物を施設内で乾燥後，球横

径 5cm以上の収穫物の乾燥重量を測定した後，収

穫面積で除し栽植密度を乗じて 10a当たりの規格

内収量として算出した．

(4) 時期別目標生育値の策定

2018年から 2020年の生育調査および収量データ

を用いて 5t/10 aレベルの収量を確保するための時

期別目標生育値を策定した時期別目標生育値につ

いては，次のような手順で決定した．草丈の目標値

を決定するために，はじめに収量と各時期の測定値

の関係を数値化した．ひとつの事例として，図 lに

4月 10日の草丈と収量の関係を示した．目標の草丈

は，時期別草丈と収量の線形回帰式を基に，収量 5

t/10 aを目標とした草丈予測値の 95％信頼区間を

目安に上限値と下限値を決定した．収量は， 10a当

たり 187kgから 6299kgの範囲にあった．

0369-5247/22/¥500/1論文／JCOPY
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固 I

表 l

4月 l0日の草丈と収量の関係 (2018~2020年） 図2 4月 10日の菓鞘径と収量の関係(2018~2020年）

たまねぎ収量 5t/10 aのための目標生育値（品種 ：もみじ 3号）

生育時期 11月6日 11月20日 12月 5日 3月 13日 3月27日 4月 10日

生葉数 目標値 2.7 26 2.5 2.5 2.7 3.4 

（枚） 上限～下限 2.2~3.2 3.0~4 0 

草丈 目標値 18.0 17.6 12.3 13.5 19 3 

(cm) 上限～下限 15~24 10~]6 12~18 16~24 

葉鞘径 目標値 4.0 4.5 5.2 5.8 6.6 8.1 

(mm) 上限～下限 3.6~4.8 4.2~5.4 4.6~5.8 5.0~6.8 5.0~7.6 6.4~9.4 

草丈x葉鞘径
目標値 72.0 81.0 91.5 71.3 89.1 156.3 

上限～下限 50~105 70~110 45~90 50~110 105~)90 

生育時期 4月26日 5月 10日 5月23日 6月3日 6月 13日

生葉数 目標値 3.9 5.3 70 7.9 77 

（枚） 上限～下限 3 4~4 6 4.8~6 2 6 0~8 0 7 0~9.0 

草丈 目標値 25 3 4l 5 54 3 60 8 61 3 

(cm) 上限～下限 22~30 38~50 48~62 54~68 

葉鞘径 目標値 10.0 13.9 17.2 18.8 18.9 

(mm) 上限～下限 8.6~11.6 13 0~16.4 15.4~20.4 17.0~22.0 

草丈x葉鞘径
目標値 253.0 576.9 934.0 1143.0 1158.6 

上限～下限 210~340 550~700 900~1150 950~1300 

図 2には同日の葉鞘径と収量の関係を示した．目

標葉鞘径についても草丈と同様に，収量 5tJlO aを

目標とした葉鞘径予測値の 95％信頼区間を目安に

上限値と下限値を決定した．また，草丈x葉鞘径に

ついても収量との線形回帰式から目標値，上限値，

下限値を策定 した生葉数については，生育調査時

の実測値を基に決定 したその結果から，表 1に示

すように収量 5tl!O aを確保するための生葉数，草

丈，葉鞘径および草丈x葉鞘径について，時期別に

目標値および上限値， 下限値を策定した．

根雪前 12月 5日の目標値は，生葉数 2.5葉，草丈

17.6 cm，葉鞘径 5.2mm,草丈x葉鞘径 91.5とした

越冬後，追肥判定の目安となる診断時期と して， 3

月 13日， 3月 27日，4月 10日の目標生育値を策定

した草丈は，各生育時期それぞれについて 12.3cm, 

13.5 cm, 19.3 cmとしたまた，葉鞘径は，それぞ

れ 5.8mm, 6.6 mm, 8.1 mm, 草丈x葉鞘径は，そ

れぞれ 71.3,89.1, 156.3とした各生育時期におい

て目標値を下回った場合には，窒素追肥 (N4 kg/10 

a) で対応することを推奨した

これまで，タマネギの収量は，栄養生長期の乾物

重および GrowthIndex (G.I＝草丈 cmX葉数）と高

い相関関係が認められる ことから，生育診断指標と

して G.Iが提案されている（相馬，1982)．本報告

で示した調査での結果では，G.Iと収量には相関関

係は認められたものの，草丈および葉鞘径 と収量と
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追肥
2回区

追肥
1回区

写真 l 追肥の回数と成熟期のタマネギ球 (2021年）

の関係に比べて相関係数は低かった．図 3に，全調

査時期における草丈 x葉鞘径と乾物重の関係 を示

した 草 丈X葉鞘径と乾物重の間には，高い正の相

関関係が認められたことから，農家が生産現場で迅

速に生育を判断する場合，草丈および葉鞘径，さら

に草丈 x葉鞘径は適切な目標生育値になると 判断

した

3. 目標生育値によ る5tの栽培実証

(1) 収量および養分吸収量に及ぽす追肥の効果

はじめに，タマネギにおける追肥の効果を検討し

た具体的には，同じ圃場において 1回追肥区と 2

回追肥区を設定し収量を比較した． 2回追肥区では，

3月 12日と 4月 7日の 2回各 10a当たり N4 kgの

追肥をそれぞれ燐硝安加里 (15-15-12) と NK2号

(I 6-0-16)により行った 一方， 1回追肥区では，

3月 12日に 10a当たり N4 kgの追肥を燐硝安加里

により行い， 4月 7日の追肥は省略した写真 lは，

4,500 

4,000 

3,500 

念 3,000
三
~ 2,500 

~ 2,000 
答 1,500

1,000 

500 

゜1回追肥区 2回追肥区

図4 追肥と収址の関係 (2021年）

1回追肥 ：3月 12日N4 kg/IO a追肥．
2回追肥 ：3月 12日と 4月 7日の 2回各 N4kg/

IOa追肥

成熟期のタマネギ球である． 1回追肥区の球は，2

回追肥区に比べて明らかに球径が小 さかった．図 4

に，両区の収量を示した 1回追肥区の収量は 708

kg/IO aと2回追肥区の 3956kg/10 aの 18％のレベル
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であり著しく減少したこれまで，タマネギ栽培で

は窒素の追肥が有効である ことが報告されている

（兵庫県，2003;小野寺ら， 2018)．大混村のタマ

ネギにおいても同様に窒素追肥が有効であった．こ

のことから，タマネギにおいて安定収量を確保する

ためには，適期における複数回の窒素追肥が必須で

あり追肥の基準となる目標生育値の策定が極めて

重要であることが明らかになった．

(2) 目標生育値と収量の関係

因 5に，草丈x葉鞘径の目標生育の上限値と下限

値，さらに，収量 7.1t/10 a, 5.5 t/10 a, 3.8 t/10 aレ

ベルの農家圃場での生育値の推移を示した．収量

7.1 tレベルでは， 4月中旬以降目標生育の上限値を

上回る生育であった．次に，5.5tレベルでは， 3月

下旬以降いずれの生育時期においても，目標生育値

の範囲内を推移していた．一方， 3.8tと低い収量レ

ベルでは， 4月下旬から 6月上旬に大きく目標生育

値を下回ったこのことから，5tレベルの収量を

確保するためには， 4月上旬以降のいずれの時期に

おいても目標生育値の範囲を維持することが必要

となる．

4
 

タマネギの養分吸収量

写真 2は，成熟期における収量別のタマネギ球で

ある．球径は収量に応じて異なり，収量が多いほど

球径も優った．囮 6には，越冬後 3月 13日から 6

月 3日までの窒素吸収量の推移を示した． 4月 9日

以降の窒素吸収量は収量別に異なり，収量レベルが

高いほど 6月 3日までの吸収増加量が多かった．こ

のことから，安定した収量を確保するためには，越

冬直後からの接分吸収量を促進させることがポイ

ン トとなり ，目標生育値を確保するための複数回の
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追肥が重要となる．

医 7には，収穫の約 20日前にあたる 6月 3日に

おける収量別の蓑分吸収量を示した各養分とも収

量が高まるに伴い増加した特に，養分の中ではカ

リウムの吸収量が多いが，カルシウムの吸収量はリ

ン酸より多いかほぼ同レベルであることが特筆さ

れる．そのため，作付け前の土壌 pH測定による酸

性矯正が重要であることが示唆された．

5
 

今後の安定生産に向けての取り組み

写真 3は， 5月 26日におけるタマネギ根の分布状

況である．収量 3.8t/10 a圃場の根の伸長は深さ 20

cm以内に留まっているのに対して，収量 7.1t/10 a 

圃場の根は 30cm以下への伸長が認められた．前述

のように多収圃場では越冬後における窒素吸収増

加量が多かったが，養分吸収量には根域の拡大が影

蓉していることが推察されたそのため，排水性を

高め下層への根の伸長を促す土壌基盤作りが重要

となる．また，タマネギ栽培においては，有効態リ

ン酸が過剰に蓄積している事例が多い（加藤ら，

1985)．土壌中にリン酸が過剰に蓄積した場合，タ

マネギは球肥大が抑制され（相馬， 1984)，乾腐病を

誘発する（岩淵， 1987)．土壌リン酸は栽培年数の

経過とともに多く蓄積することから（相馬， 1982),

今後，生育診断とともに土壌診断により有効態リン

酸などの土壌養分を適正に保つ土壌管理を継続し

たVヽ．

6
 

まと め

米価の低迷は，大規模な稲作経営にとって大きな

影響を及ぼす．大涅村では，稲作に加え経営を安定

化させる取り組みとして大規模機械化タマネギ栽

培への期待は大きい．本報告で示したように，生産

者が現場で活用できる指標は有効である． JA大潟
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村では今後も農家とともにタマネギの安定生産技

術を発展させていきたいと考えている．
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